（様式）
令和８年度 やまぐち自動車産業電動化イノベーション等促進補助金事業計画書

　　年　　月　　日

山口県知事　　　　　　　　　様


申請者
所在地　　　　　　　　　　　　　　　
名　称　　　　　　　　　　　　　　　
代表者　　　　　　　　　　　　　　　



　令和８年度のやまぐち自動車産業電動化イノベーション等促進補助金の交付を受けたいので、下記のとおり事業計画書を提出します。

記

１　事業の名称
	事業の名称
	



２　事業区分
　　脱炭素関連枠

３　補助事業の目的及び内容
　　別紙１「補助事業計画書総括表」、別紙２「補助事業計画書（脱炭素関連枠）」及び別紙３「補助事業に係る収支予算書」のとおり
※　県の担当から補助金の諸連絡をする際の窓口となる担当者等を記載してください。

（連絡担当者）
	所属
	
	電話
	

	部署
	
	ＦＡＸ
	

	職・氏名
	
	e-mail
	










（注意）着色部分は記入に際しての留意事項又は記載例ですので、提出時は削除してください。


別紙１※事業計画の総括表となりますので、１枚に収まるよう作成してください。（各欄の幅は調整可）

補助事業計画書 総括表
	事業の名称
	（記載例）〇〇（設備等の名称）導入


	補助事業者
	

	概要
	

	〇〇（設備等の名称）導入の目的・効果を200字程度で記載






	事 業 区 分
(該当枠に○印)
	電動化関連枠・脱炭素関連枠

	事業実施
体制
	〇〇（設備等の名称）導入の実施体制を記載


※　令和８年○月～令和○年○月※　事業期間は、単年度です。


	事業期間
	

	補助申請額
	

	（単位：千円）　  
	区　分
	　　年度
	　　年度
	　　年度
	合計

	補助事業に要する経費
	
	
	
	

	補助対象経費
	
	
	
	

	補助金交付申請額
	
	
	
	




	事業の内容・目標
	（記載例）
〇〇導入によるｘｘｘ業務の生産性向上及びCO2排出量の削減
◇◇導入によるｘｘｘ作業時のエネルギー使用量の可視化




	技術の新規性・優位性
	現状と比較し、導入する設備等の新規性・優位性を記載





	事業化の
見通し
	（電動化関連枠のみ記載）




	地域経済への波及効果
	他の県内企業のモデルとなる内容を記載





	その他
特記事項
	






別紙２※ 各項目とも、適宜、枠の大きさを調整し、行追加して記載してください

補助事業計画書（脱炭素関連枠）
１　現状・課題
	現状
	※　現在の事業をとりまく状況や環境等がどうなっているのかを記載
（記載例）
【設備等を導入する作業の状況】、【自社のエネルギー使用量の把握状況】等


	





	課題
	

	※　現状の中から、課題や問題と認識している点について記載






２　事業の内容
	事業の目的・必要性
	現状・課題を踏まえた設備等の導入の目的・必要性を記載


	






	事業の内容
	・設備等の導入までのスケジュールを記載


	【工程表】
	月
項目
	４
月
	５
月
	６
月
	７
月
	８
月
	９
月
	10
月
	11
月
	12
月
	１
月
	２
月
	３
月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



	【事業内容・実施方法】
・導入等を含めた事業プロセス・スケジュール・実施方法を記載
（記載例）
　2027年までに自社の排出量削減計画を策定するため、部門単位で排出量を測定するｘｘ設備及び関連システムを導入する。
　2026年度は、工程単位で排出量削減の余地を洗い出し、削減計画の素案を作成する。







	【導入する設備等】
・設備等の規格・性能等の詳細を記載




（設置場所）
　〒







	期待される効果
	〇導入する設備等により期待される具体的効果を記載
（記載例）
・生産性向上及び導入先工程におけるCO２排出量の削減
・エネルギー使用量の可視化
〇設備等導入による経営面の具体的効果を記載
（記載例）
・自社の排出量削減目標公表による新規販路の開拓


	







	経費内訳
	

	別紙３(補助事業に係る収支予算書)のとおり。
　　　　　



	その他
特記事項
	

	〇導入する設備等により自社の低炭素化に向けた目標がどのように達成されるかを記載
〇その他、事業実施でアピールしたいことを記載






導入する設備等により期待される以下のような効果を記載
・生産性向上及び実施直後から将来にわたるCO２排出量の削減
・エネルギー使用量の可視化

